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光
宏

滝
沢
新
一　

田
澤
二
郎　

田
名
網
守

田
中
勝
憲　

田
中
順
子　

玉
井
義
輝

玉
山
泰
徳　

玉
山
祐
司　

千
木
良
章

長
弘
道　

塚
田
敏
信　

土
屋
貞
夫　

綱
取
譲
一　

土
肥
豊
久　

鳥
谷
部
守

中
永
潔　

中
川
正
則　

長
谷
知
幸　

中
村
榮
次　

中
村
隆
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伸
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西
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橋
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籏
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大
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籏
谷
三
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服
部
暁
治

濱
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平
子
誠
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平
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津
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岡
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光
男　

福
永
昭
二
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増
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増
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田
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松
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一
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松
永
典
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松
原
正
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松
元
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松
本
富
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松
本
文
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三
浦
優
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三
木
希
美　

水
野

光
幸　

御
園
生
敏
明　

宮
澤
琢　

宮

下
玄
覇　

冥
賀
吉
也　

村
上
昌
弘　

村
中
亨　

廻
周
文　

持
田
具
宏　

望

月
邦
夫　

望
月
八
十
児　

森
井
偲
訓

森
野
幸
男　

保
野
栄
三　

柳
田
清
栄

柳
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山
岸
秀
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雄
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田
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山
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山
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一
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本
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横
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横
田
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横
山
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司　

吉
井
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夫

吉
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憙　

吉
戸
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吉
村
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米
川

男　

今
津
敦
生　

一
口
敦　

王
野
健

一　

大
沢
都
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夫　

大
塚
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大

西
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一　

大
西
孝
男　

大
西
敏
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大
西
博　

大
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芳
生　

大
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大
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本
直　

大
平
岳
子　

岡
田
市
郎

岡
田
茂
廣　

奥
谷
憲
司　

長
田
尚
貴

小
澤
正
晴　

小
田
島
順
子　

小
美
濃

清
明　

笠
原
泰
明　

勝
山
智
充　

加

藤
木
好
雄　

金
丸
十
三　

鏑
木
國
昭

川
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貴
敏　

菊
一
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北
川
秀
一

城
所
稔　

木
村
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治　

草
分
一
雄　

熊
倉
勇　

熊
崎
昭
吉　

黒
川
精
吉　

黒
川
宏
明　

黒
田
美
代
子　

小
池
行

雄　

郡
泰
二　

後
藤
一
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小
畠
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米
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近
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齋
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大
助

齋
藤
隆
久　

齋
藤
雅
稔　

齋
藤
隆
泰

齋
藤
恒　

榊
勝
弘　

坂
田
哲
之　

坂
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佐
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木
光
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佐
々
木
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笹
原
俊
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佐
藤
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猿
田
慎
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鴫
村
喜
一　

柴
田
光
隆　

柴
田

和
男　

柴
田
和
満　

島
田
恒　

嶋
田

伸
夫　

清
水
敏
行　

清
水
儀
孝　

生

野
正　

白
井
良
一　

進
藤
永
子　

神

藤
正
道　

新
堀
孝
道　

新
堀
賀
将　

菅
原
静
夫　

菅
谷
信　

杉
浦
昭
宏　

杉
江
雄
治　

杉
田
侑
司　

須
藤
教
成

鷲
見
憲
司　

瀬
下
明　

瀬
戸
泰
二　

相
馬
繁
隆　

髙
島
吉
童　

髙
橋
歳
夫

　

三
月
十
一
日
、
宮
城
県
沖
を
震
源

に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
大
地
震
が

東
日
本
を
襲
っ
た
。
そ
れ
に
伴
う
巨

大
な
津
波
は
青
森
か
ら
千
葉
ま
で
の

六
県
沿
岸
部
を
こ
と
ご
と
く
破
壊

原
発
を
破
壊
し
、
そ
の
放
射
能
汚
染

に
よ
り
近
隣
の
住
民
、
農
業
・
畜
産

業
関
係
者
な
ど
が
い
ま
だ
に
二
重
三

重
の
苦
し
み
に
耐
え
て
い
る
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

当
組
合
員
に
も
被
災
さ
れ
た
方
々

が
お
り
、
組
合
で
は
早
い
段
階
で
松

田
通
夫
・
村
上
武
・
吉
田
道
夫
・
折

笠
日
米
和
の
各
氏
に
十
万
円
の
お
見

舞
い
金
を
送
っ
た
。
な
お
、
折
笠
氏

か
ら
は
ま
だ
連
絡
が
な
い
だ
け
に
、

相
当
な
混
乱
が
想
像
で
き
る
。

■
多
く
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
る

　

震
災
の
発
生
か
ら
間
も
な
く
、
当

組
合
と
し
て
ど
う
す
べ
き
か
を
理
事

会
に
お
い
て
協
議
し
、
ま
ず
は
組
合

員
か
ら
義
援
金
を
募
る
こ
と
を
決
め

た
。
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）。
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ズ

　

交
換
会
お
よ
び
個
人
等
の
大
口
募

金
と
し
て
は
築
地
会
五
十
万
円
、
全

刀
会
四
十
五
万
円
、
天
満
会
三
十
万

円
、
新
栄
会
十
万
円
、
一
文
字
会

十
万
円
、
銀
座
刀
剣
倶
楽
部
百
万

円
、
大
阪
美
術
刀
剣
業
組
合
十
万

円
、
㈱
霜
剣
堂
五
十
万
円
、
高
橋
歳

夫
四
十
万
円
、
深
海
信
彦
・
朝
倉
万

幸
・
飯
田
慶
久
・
飯
田
隆
久
・
川
島

貴
俊
・
斎
藤
恒
・
服
部
暁
冶
・
冥
賀

吉
也
各
二
十
万
円
が
あ
っ
た
。

　

合
計
額
は
五
百
五
万
円
。

■
新
聞
社
な
ど
に
義
援
金
を
寄
託

　

組
合
で
は
募
金
活
動
の
一
方
で
、

し
、
八
月
現
在
で
一
万
五
千
人
以
上

の
死
者
、五
千
人
近
い
行
方
不
明
者
、

九
万
人
以
上
の
避
難
所
生
活
者
を
出

す
戦
後
最
悪
の
災
害
と
な
っ
た
。

　

ま
た
津
波
は
東
京
電
力
福
島
第
一

理
事
長
・
副
理
事
長
・
専
務
理
事
・

常
務
理
事
ら
で
東
日
本
大
震
災
義
援

金
配
分
案
特
別
委
員
会
を
急
き
ょ
結

成
、
義
援
金
届
け
先
と
配
分
額
を
次

の
よ
う
に
決
定
し
、
贈
っ
た
。

　

産
経
新
聞
社
へ
百
五
十
万
円
。
六

月
二
十
七
日
、
深
海
信
彦
理
事
長
・

川
島
貴
敏
副
理
事
長
・
伊
波
賢
一
常

務
理
事
が
訪
問
。

　

読
売
新
聞
社
・
社
会
福
祉
法
人
読

売
光
と
愛
の
事
業
団
へ
百
五
十
万

円
。
七
月
八
日
、
深
海
理
事
長
・
川

島
副
理
事
長
・
齋
藤
恒
常
務
理
事
・

綱
取
譲
一
理
事
が
訪
問
し
、
尾
上
達

郎
事
業
団
理
事
に
寄
託
。

　

財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
へ
二
百
万
円
。
六
月
二
十
九
日
、

深
海
理
事
長
・
齋
藤
常
務
理
事
・
冥

賀
吉
也
理
事
が
訪
問
し
、
小
野
裕
協

会
専
務
理
事
に
寄
託
。

　

な
お
、
残
額
五
万
円
は
組
合
が
預

か
っ
て
い
る
。

　

被
災
地
は
太
平
洋
沿
岸
部
の
広
範

囲
に
わ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
人
手
が
足
ら
な
い
状
態

が
続
い
て
い
る
と
い
う
。
美
し
い
海

岸
や
素
朴
な
農
漁
村
の
風
景
、
古
い

町
並
み
な
ど
が
完
全
に
復
興
す
る
の

は
、遠
い
先
か
も
し
れ
な
い
。義
援
金

を
贈
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
任
せ
や

上
か
ら
目
線
な
ど
で
は
な
く
、
一
個

人
に
今
何
が
で
き
る
か
に
立
ち
返
っ

た
一
つ
の
結
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
刀
剣
類
や
甲
冑
類
、
そ
の

他
の
文
化
財
が
被
災
し
て
い
る
例
も

聞
い
て
お
り
、
今
後
そ
れ
ら
の
ケ
ア

を
視
野
に
入
れ
て
い
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　

被
災
地
へ
の
支
援
は
こ
れ
で
終
わ

る
わ
け
で
は
な
い
。
来
る
大
刀
剣
市

で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
、募
金
箱
の
設
置
と
続
い
て
い
く
。

（
綱
取
譲
一
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東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合

読
売
光
と
愛
の
事
業
団・尾
上
理
事（
右
）

に
義
援
金
を
寄
託
す
る
綱
取
理
事（
中
）

と
齋
藤
理
事
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平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日
、
第

二
四
回
通
常
総
会
が
東
京
美
術
倶
楽

部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

組
合
員
総
数
一
九
五
人
中
一
六
五

人
の
出
席
（
本
人
出
席
七
九
人
、
委

任
状
八
六
人
）
に
よ
り
、
総
会
成
立

の
定
足
数
で
あ
る
過
半
数
が
満
た
さ

れ
た
こ
と
が
司
会
の
朝
倉
忠
史
理
事

か
ら
報
告
さ
れ
た
後
、
飯
田
慶
久
理

事
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

次
に
議
長
の
選
出
方
法
を
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
飯
田
理
事
長
を
推
す
意
見

が
あ
り
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
議
長

に
選
出
さ
れ
た
。
飯
田
議
長
は
総
会

の
開
会
を
宣
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

〈
第
一
号
議
案
〉
平
成
二
十
二
年
度

事
業
報
告
承
認
の
件

　

土
肥
豊
久
副
理
事
長
よ
り
平
成

二
十
二
年
度
事
業
の
報
告
が
あ
り
、

議
長
が
こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

〈
同
〉
平
成
二
十
二
年
度
会
計
報
告

承
認
の
件
お
よ
び
監
査
報
告
の
件

　

伊
波
賢
一
常
務
理
事
よ
り
平
成

二
十
二
年
度
会
計
の
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、
赤
荻
稔
監
事
よ
り
決
算
報

告
書
が
適
正
か
つ
正
確
で
あ
っ
た
旨

の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。
議
長
が

こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

〈
第
二
号
議
案
〉
平
成
二
十
三
年
度

事
業
計
画
案
決
定
の
件

　

土
肥
副
理
事
長
が
平
成
二
十
三
年

度
事
業
計
画
案
を
説
明
し
、
議
長
が

こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

〈
第
三
号
議
案
〉
平
成
二
十
三
年
度

収
支
予
算
案
決
定
の
件

　

伊
波
副
理
事
長
が
平
成
二
十
三
年

度
収
支
予
算
案
を
説
明
し
、
議
長
が

こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

〈
第
四
号
議
案
〉
役
員
報
酬
の
件

　

清
水
儀
孝
専
務
理
事
が
役
員
報
酬

に
つ
い
て
原
案
を
説
明
し
、
議
長
が

こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

〈
第
五
号
議
案
〉
経
費
の
賦
課
お
よ

び
徴
収
に
関
す
る
件

　

清
水
専
務
理
事
が
経
費
の
賦
課
お

よ
び
徴
収
に
つ
い
て
原
案
を
説
明

し
、議
長
が
こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

〈
第
六
号
議
案
〉
平
成
二
十
三
年
度

借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
に
関
す
る

件
　

清
水
専
務
理
事
が
平
成
二
十
三
年

度
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
に
つ
い

て
原
案
を
説
明
し
、
議
長
が
こ
れ
を

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

〈
第
七
号
議
案
〉
一
組
合
員
に
対
す

る
貸
付
け
、
ま
た
は
一
組
合
員
の
為

に
す
る
債
務
保
証
残
高
の
最
高
限
度

に
関
す
る
件

　

清
水
専
務
理
事
が
一
組
合
員
に
対

す
る
貸
付
け
、
ま
た
は
一
組
合
員
の

為
に
す
る
債
務
保
証
残
高
の
最
高
限

度
に
つ
い
て
原
案
を
説
明
し
、
議
長

が
こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

〈
第
八
号
議
案
〉
役
員
改
選
の
件

　

役
員
選
出
に
当
た
っ
て
は
、
定
款

第
五
章
第
二
十
五
条
お
よ
び
三
十
一

条
で
選
挙
に
よ
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
進
行
の
都
合
上
、
第
九
号
議

案
審
議
後
に
行
う
旨
、
議
長
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
第
八
号
議
案
の
審
議
に
つ

い
て
は
、
飯
田
議
長
か
ら
清
水
専
務

理
事
に
議
長
を
交
代
し
て
ほ
し
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
諮
っ
た

と
こ
ろ
特
に
異
議
な
く
、
清
水
専
務

理
事
が
議
長
に
就
い
た
。

　

事
前
に
案
内
の
通
り
、
期
日
前
投

票
（
不
在
者
投
票
）
な
ら
び
に
選
挙

委
任
状
は
、
理
事
会
で
選
任
さ
れ
た

選
挙
管
理
人
・
立
会
人
の
下
、
当
会

場
に
お
い
て
開
封
さ
れ
た
。
期
日
前

投
票
二
八
、
委
任
状
三
九
、
無
効
一

で
あ
っ
た
。

　

出
席
者
に
よ
る
無
記
名
投
票
と
合

わ
せ
た
結
果
は
、
朝
倉
万
幸
選
挙
管

理
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
議
長
が

こ
れ
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
、

当
選
人
が
決
定
し
、
当
選
人
は
全
員

そ
の
就
任
を
受
諾
し
た
。

　

続
い
て
議
長
は
、
新
理
事
長
選
出

を
理
事
の
無
記
名
投
票
に
よ
る
選
挙

で
行
う
旨
議
場
に
説
明
し
、
直
ち
に

別
室
に
移
り
第
一
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
そ
こ
で
深
海
信
彦
理
事
が
新

理
事
長
に
選
任
さ
れ
、
議
場
の
組
合

員
に
発
表
さ
れ
た
。

〈
第
九
号
議
案
〉
そ
の
他

　

特
に
審
議
事
項
の
提
案
は
な
く
、

所
定
の
議
事
は
終
了
し
た
。

（
嶋
田
伸
夫
）

新
理
事
長
・
役
員
を
選
任

通常総会（上）と役員選出の投票風景

理 事 長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
常務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事

深　海　信　彦
猿　田　慎　男
土　肥　豊　久
川　島　貴　敏
清　水　儀　孝
伊　波　賢　一
齋　藤　　恒　
青　木　成　高
朝　倉　忠　史
飯　田　慶　久
城　所　　稔　
嶋　田　伸　夫
新　堀　孝　道
髙　橋　歳　夫
玉　井　義　輝
綱　取　譲　一
服　部　暁　治
山　田　　均　
冥　賀　吉　也
吉　井　唯　夫
赤　荻　　稔　
持　田　具　宏

平成23年度役員

　

昭
和
六
十
二
年
五
月
の
全
国
刀
剣

商
業
協
同
組
合
の
設
立
後
間
も
な

く
、季
刊
発
行
を
目
標
に
掲
げ
て『
全

刀
商
』
誌
が
創
刊
さ
れ
、
次
い
で
平

成
四
年
二
月
よ
り
、
遅
れ
が
ち
な
同

誌
を
補
完
す
る
目
的
で
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
の
『
組
合
だ
よ
り
』
が
発
行
さ
れ

る
に
至
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
定
款
に
定
め
る
情
報
提

供
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
総
務
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
広
く
編
集
委
員

を
募
り
、
組
合
員
に
役
立
つ
情
報
や

組
合
活
動
の
現
状
等
を
記
事
に
盛
り

込
み
、
細
々
と
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
私
は
両
誌
紙
の
創
刊
に

か
か
わ
り
、
平
成
十
一
年
に
四
期
八

年
間
の
専
務
理
事
職
を
辞
す
る
ま
で

若
い
編
集
委
員
た
ち
と
と
も
に
、
こ

れ
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
十
二
年
か
ら
今
日

ま
で
の
十
一
年
間
に『
組
合
だ
よ
り
』

一
回
、『
全
刀
商
』
四
回
の
発
行
を

見
ま
し
た
。
そ
の
後
の
組
合
活
動
や

組
合
員
の
増
加
を
考
え
れ
ば
、
も
と

よ
り
情
報
発
信
の
量
と
し
て
は
少
な

く
、
政
府
認
可
の
組
合
と
し
て
は
諸

事
業
の
充
実
と
と
も
に
機
関
紙
の
定

期
刊
行
は
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
望

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
経

営
環
境
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
業
界

の
昨
今
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
迫

ら
れ
て
い
る
編
集
委
員
に
取
材
や
原

稿
書
き
、
そ
れ
に
加
え
て
編
集
会
議

へ
の
参
加
要
請
に
は
物
心
両
面
で
の

限
り
が
あ
り
、
奉
仕
活
動
の
限
界
に

直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
な
の
に
な
ぜ
今
、
編
集
委
員

に
指
名
さ
れ
た
組
合
員
は
困
難
に
立

ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
今
な
お
健
在
な
創
刊
当
時
の

編
集
委
員
に
加
え
、
新
た
に
組
合
員

の
中
か
ら
若
い
人
材
を
得
て
、
動
き

始
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
何
故
で

し
ょ
う
か
。

　

希
望
を
持
っ
て
組
合
創
立
に
参
加

し
た
者
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し

て
組
合
に
新
規
加
入
し
た
者
、
い
ず

れ
の
人
た
ち
も
組
合
の
現
状
を
見
る

に
つ
け
、
組
合
と
は
何
か
と
自
身
に

問
い
直
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
組
合
が
何
か
を

し
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
の
手
で
生
活
向
上
、
地
位
向
上
に

利
用
で
き
る
組
合
に
し
て
こ
そ
、
組

合
に
加
入
し
て
い
る
意
味
が
あ
る
こ

と
に
気
付
い
た
の
だ
と
も
言
い
得
ま

し
ょ
う
。

　

事
実
、
編
集
委
員
と
い
う
肩
書
き

で
は
あ
っ
て
も
、
実
態
は
組
合
の
心

臓
部
分
の
実
働
部
隊
で
あ
り
、
市
場

運
営
部
会
と
両
輪
を
成
す
組
合
の
要

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
両
輪
が
稼
働

し
て
こ
そ
組
合
に
も
展
望
が
開
け
る

と
の
確
信
の
下
に
、
編
集
委
員
は
動

き
出
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
大
臣
が
代
わ
っ
て
も
有
能
な
官

僚
に
よ
っ
て
国
が
機
能
し
て
い
る
の

と
同
様
に
、
毎
月
の
交
換
会
、
年
一

回
の
大
刀
剣
市
、
そ
れ
に
伴
う
図
録

の
編
集
、
そ
し
て
こ
の
機
関
紙
の
発

行
、
こ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち
は
い
ず

れ
も
組
合
の
人
的
財
産
で
あ
り
、
頭

脳
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
さ
ら
に
、
編
集
の
専
門
家

で
も
あ
る
賛
助
会
員
の
土
子
民
夫
氏

が
、
不
慣
れ
な
編
集
委
員
の
要
と
な

っ
て
編
集
を
進
め
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
、
心
強
い
限
り
で
す
。

　

組
合
だ
よ
り
が
中
心
で
は
あ
り
ま

す
が
、
よ
り
広
い
刀
剣
界
の
情
報
を

盛
り
込
み
、
そ
の
名
も
『
刀
剣
界
』

と
名
称
を
改
め
、
隔
月
発
行
を
目
指

し
て
復
刊
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　

組
合
は
全
員
が
平
等
で
あ
る
べ
き

で
す
。
交
換
会
や
大
刀
剣
市
に
参
加

で
き
な
い
組
合
員
に
対
し
て
も
、
経

営
に
役
立
つ
情
報
や
業
界
ニ
ュ
ー
ス

を
平
等
に
伝
達
す
る
役
目
を
担
い
、

組
合
員
の
意
識
の
向
上
を
土
台
に
、

商
売
の
発
展
に
も
一
役
買
う
こ
と
の

で
き
る
紙
面
を
心
掛
け
て
船
出
い
た

し
ま
す
。

　

何
の
労
い
も
報
い
も
な
く
、
暑
さ

に
め
げ
ず
に
原
稿
を
持
ち
寄
っ
た
編

集
委
員
の
面
々
に
、
な
に
と
ぞ
温
か

い
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
意
義
深
い
活

動
に
、
一
人
で
も
多
く
の
組
合
員
が

同
志
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

意
義
深
い『
組
合
だ
よ
り
』復
刊

理
事
長
　
　
深
海
　

信
彦

第
24
回
通
常
総
会
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わ
が
組
合
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
大
刀
剣
市
」
が
、
早
い
も
の
で

今
年
で
二
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。
来

る
十
月
二
十
八
日
㈮
～
三
十
日
㈰
、

恒
例
の
地
、
新
橋
の
東
京
美
術
倶
楽

部
で
開
催
し
ま
す
。

　

全
国
各
地
の
組
合
員
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
、
今
年
は
七
十
五
店
舗

の
出
店
が
あ
り
ま
す
。
産
経
新
聞

社
・
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

両
社
に
は
初
回
か
ら
変
わ
ら
ぬ
後
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
、
全
日

本
刀
匠
会
に
は
引
き
続
き
協
賛
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
四
階
重
文
室
を
活
用
し
、

｢

江ご
う
と
そ
の
時
代
を
生
き
た
名
工
達｣

と
題
し
て
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

同
じ
フ
ロ
ア
の
会
場
で
は
、
毎
年
人

気
の
「
わ
が
家
の
お
宝
鑑
定
」、
現

代
刀
匠
に
よ
る
銘
切
り
実
演
も
行
い

ま
す
。

　

今
年
は
特
に
「
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
」
を
開
催
し
ま
す
。
平
成
十
二
年

に
「
三
宅
島
噴
火
義
援
金
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
を
行
い
、

二
百
万
円
を
東
京
都
知
事
に
お
届
け

し
た
前
例
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
な
い
か
と

考
え
て
企
画
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
や
出
品
者
の
善
意
の
お
品

を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
販
売
し
、
全
額

を
被
災
地
へ
の
義
援
金
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
中
日
の
二
十
九
日
㈯

午
後
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、

初
日
か
ら
三
・
四
階
に
設
置
す
る
組

合
コ
ー
ナ
ー
で
、
出
品
商
品
が
下
見

で
き
ま
す
。

　

各
店
舗
選
り
す
ぐ
り
の
刀
剣
・
刀

装
具
・
甲
冑
な
ど
を
収
録
す
る
カ
タ

ロ
グ
は
、
図
録
編
集
委
員
会
の
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
尽
力
で
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
十
月
早
々
に
は
お
届
け
が
可

能
で
す
。

　

大
刀
剣
市
の
成
功
に
向
け
て
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（

清
水
儀
孝
） 昨年の大刀剣市（東京美術倶楽部）

｢

大
刀
剣
市
２
０
１
１｣

開
催
迫
る

10
月
28
〜
30
日
、東
京
美
術
倶
楽
部
で

大　刀　剣　市　2011
全国各地より75店舗の刀剣商が一堂に会して開催する
恒例の刀剣・刀装具・甲冑武具大展示即売会（3F・4F）

〈同時開催〉 「江とその時代を生きた名工達」（3F　重文室）
 東日本大震災復興支援チャリティーオークション　29日午後開催
	 「現代刀匠による銘切りの実演」（4F）
　恒例企画 「我が家のお宝鑑定」（無料）（4F）
 毎日午後から随時開催／刀剣・刀装具・武器甲冑無料評価鑑定。買入れ相談承ります。

会期：平成23年10月28日㈮　10：00〜18：00
29日㈯　10：00〜18：00
30日㈰　10：00〜17：00

主　催　：　全国刀剣商業協同組合
後　援　：

〈会場〉東京美術倶楽部
東京都港区新橋6ー19ー15
電話　03ー5401ー1339（直通）

〈お問い合わせ先〉全国刀剣商業協会組合
東京都新宿区大久保2ー18ー10　新宿スカイプラザ1302
電話　03ー3205ー0601

4F

大刀剣市会場見取り図
（東京美術倶楽部）

3F

※表示の番号はブースNo.です

がんばろう!  日本
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4 月17日

17日

18日

5 月17日
17日
17日

18日
6 月14日

16日

17日

17日

17日

20日

21日

23日

27日

29日

7 月 1 日

7 日

8 日

10日

17日

18日

19日

8 月 3 日

4 日

9 日

23日

23日

23日

25日

30日

東京美術倶楽部にて組合交
換会開催。参加者49名、出
来高29,816,000円。
理事会開催。東日本大震災
被災組合員への義援金の件、
新組合員承認の件。
金融担当理事、商工中金へ
交換会の立替金借入れに出
向く。
第24回通常総会開催。
理事会開催。新理事長選出。
組合交換会開催。参加者87
名、出来高25,955,000円。
金融担当理事、商工中金へ。
理事長と前理事長、日本美
術刀剣保存協会を表敬訪問
し協会執行部と面談。
東京美術倶楽部にて理事会
開催。新執行部承認の件。
組合交換会開催。参加者66
名、出来高36,983,000円。
理事会開催。各部会・委員
会組織編成案ならびに義援
金配分案を審議。
東京貸物社と担当委員が大
刀剣市の設営につき打ち合
わせ。
交換会会計ソフトを東刀会
へ貸し出す。
金融担当理事２名、商工中
金へ。
義援金配分案特別審議委員
会を開催。
産経新聞社へ理事長・副理
事長・常務理事の３名が訪
問。東日本大震災被災者救
援のための義援金を寄託。
日本美術刀剣保存協会へ理
事長・常務理事・理事の３
名が訪問。東日本大震災の
義援金を寄託。
｢組合員名簿｣ 平成23年版
を作成配布。
組合機関紙・大刀剣市カタ
ログ編集特別委員会。
読売新聞社（読売光と愛の
事業団）を理事長・副理事
長・常務理事・理事の４名
が訪問。東日本大震災義援
金を寄託
交換会会計ソフトを平成会
へ貸し出す。
組合交換会開催。参加者55
名。出来高30,136,000円。
金融担当理事２名、商工中
金へ。
大刀剣市カタログ掲載品の
写真撮影始まる。
３カ所でのカタログ撮影終
了（藤代商店・大石カメラ・
組合事務所）。
組合事務所にて機関紙編集
委員会・大刀剣市実行委員会
同美印刷にて大刀剣市カタ
ログ編集委員会。
東京美術倶楽部にて組合交
換会開催。参加者63名、出
来高35,968,000円
組合理事会開催。書籍『名
物刀剣』（佐野美術館）一括
購入の件
東京美術倶楽部にて機関紙
編集委員会。
理事長・専務理事・常務理
事２名が警察庁を訪問。
同美印刷にて大刀剣市カタ
ログ編集委員会。

組 合 こ よ み
（平成23年4～8月）

〈組合員〉
●石塚 孝夫　研誠堂
　東京都文京区  昭和20年生
●高谷 光宏　古美術 遊美
　東京都台東区  昭和33年生
●新堀 賀

よ し ま さ

将　泰啓堂賀将
　東京都文京区  昭和61年生
●中村 榮次
　埼玉県深谷市  昭和15年生

〈賛助会員〉
●土子 民夫　刀剣ジャーナリスト
　東京都江東区  昭和21年生

　テレビニュースなどでも報道され
ましたが、去る8月7日午前10時30分
ごろ、群馬県桐生市で下記の刀剣が
強盗被害に遭いました。お心当たり
の方は組合事務所、または所有者の
稀銭堂美術刀剣店にご連絡願います。

刀　無銘　刃長２尺１寸５厘
　　　　　（63.5cm）
　　地鉄　板目肌流れて地沸つく
　　刃文　直刃に互の目、足入り、砂

流し交る
　　彫刻　表裏に棒樋掻き流し
　　　鎺　　呑み込み深い金着せ一重
白鞘の柄のみの状態で持ち去られる。
鑑定書　特別保存刀剣（無銘當麻友

行）平成20年7月9日発行
登録証　持ち去られていません。

〈連絡先〉
稀銭堂美術刀剣店（代表）鏑木國昭

〒376―0046
群馬県桐生市宮前町1―6―44
TEL　0277（22）0449

新 組 合 員 紹 介

品  触  れ

　

連
載
第
一
回
は
、
新
し
い
仲
間
で

あ
る
松
本
義
行
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

　

松
本
さ
ん
は
千
葉
県
野
田
市
出
身

で
、
今
年
四
十
七
歳
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
末
ま
で
は
金
融
・
不
動
産
・

サ
ー
ビ
ス
の
大
手
オ
リ
ッ
ク
ス
に
勤

務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
配
属
は
仙

台
・
千
葉
・
東
京
営
業
部
の
ほ
か
、

オ
リ
ッ
ク
ス
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
駐

在
、
ま
た
社
長
室
や
戦
略
企
画
チ
ー

ム
の
中
枢
で
活
躍
す
る
な
ど
、
貴
重

な
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

お
父
さ
ん
は
、
皆
さ
ま
ご
存
じ
の

松
本
富
夫
様
で
す
。
野
田
市
で
㈱
美

術
刀
剣
松
本
を
営
む
か
た
わ
ら
、
月

二
回
の
野
田
会
を
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
会
に
出
席
し
た
こ
と
の
あ

る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

義
行
さ
ん
は
今
、
お
父
さ
ん
と
ご

一
緒
に
各
地
の
交
換
会
に
出
席
し
つ

つ
、
刀
剣
・
刀
装
具
の
猛
勉
強
に
励

ん
で
い
る
最
中
で
す
。

お
父
さ
ん
譲
り
の
粘
り

強
さ
と
セ
ン
ス
に
加

え
、
長
く
培
っ
た
キ
ャ

リ
ア
が
義
行
さ
ん
を
き

っ
と
大
成
に
導
く
で
し

ょ
う
。

　

刀
剣
商
業
界
も
近

年
、
若
手
の
二
代
目
・

三
代
目
が
頭
角
を
現
し

つ
つ
あ
り
、
誠
に
う
れ

し
い
限
り
で
す
。

（
藤
岡
弘
之
）

松本さん（右）と筆者

リ
レ
ー
訪
問
❶	

松
本
義
行
さ
ん

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か
ら
転
じ
た
異
色
の
人

大刀剣市カタログの編集会議にて

　

現
在
、
日
本
国
内
で

確
認
さ
れ
て
い
る
刀
職

者
は
、
五
〇
〇
人
前
後

で
、
刀
を
研
磨
す
る
研
師

一
八
〇
名
、
白
鞘
や
拵
下

地
を
作
る
鞘
師
五
〇
名
、

鎺
や
切
羽
な
ど
を
作
る
白

銀
師
二
五
名
、
柄
に
柄
糸

を
巻
く
柄
巻
師
が
六
名
、

鞘
な
ど
に
漆
を
塗
る
塗
師

七
名
、
刀
を
作
る
刀
匠
が

二
三
〇
名
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
数
字
を
組
合
員
の

方
々
が
多
い
と
思
う
か
少

な
い
と
思
う
か
、
意
見
が

分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
刀
職
者

の
方
々
の
お
か
げ
で
、
日

本
刀
を
次
の
世
代
に
受
け

継
い
で
い
け
る
の
は
間
違

い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
刀

職
者
は
刀
剣
商
に
と
っ
て

も
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
ま
す
。

　

刀
職
者
の
方
々
を
、
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
全
国
刀

剣
商
業
協
同
組
合
に
賛
助

会
員
と
し
て
登
録
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
を
中

心
に
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
刀
剣
研
磨
の
技
術
は
、
刀

匠
と
並
ん
で
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
（
人
間
国
宝
）
を
何
人
も
送
り
出

す
ほ
ど
の
高
い
技
術
を
持
っ
た
刀
職

の
一
つ
で
あ
り
、
江
戸
時
代
以
前
と

比
べ
て
も
、
日
本
刀
を
美
術
品
と
し

て
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
、
最
も
技

術
を
進
化
さ
せ
た
分
野
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
人
間
国
宝
に
な
ら
れ
た

本
阿
弥
日
洲
先
生
・
小
野
光
敬
先
生 

・
藤
代
松
雄
先
生
・
永
山
光
幹
先
生

お
よ
び
そ
の
門
下
の
方
々
な
ど
の
努

力
と
、
研
磨
技
術
を
高
め
る
た
め
に

数
十
年
行
っ
て
き
た
日
刀
保
の
研
磨

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
寄
与
す
る
と
こ

ろ
が
大
変
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
部
に
は
、
研
磨
コ
ン
ク
ー
ル
は

研
ぐ
必
要
の
な
い
時
代
刀
を
む
や
み

に
研
磨
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
明
治
か
ら
戦
後
に
か
け
て
手
入

れ
も
さ
れ
ず
に
状
態
の
悪
か
っ
た
も

の
、
欧
米
か
ら
の
里
帰
り
品
な
ど
が

多
か
っ
た
こ
と
は
、
過
去
の
出
品

刀
か
ら
み
て
も
理
解
で
き
る
で
し
ょ

う
。
そ
こ
に
研
師
の
刀
剣
保
存
に
対

す
る
高
い
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

一
時
代
前
ま
で
は
、
流
派
同
士
が

研
磨
技
術
に
お
い
て
交
わ
る
こ
と
は

少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
各
流
派

の
ト
ッ
プ
の
先
生
方
や
有
識
者
に
よ

っ
て
研
磨
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
一
定

の
基
準
を
も
っ
て
評
価
す
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
刀
を
鑑
賞
す
る
上
で
、

武
器
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
ら
た
め

て
美
術
品
と
し
て
昇
華
さ
せ
、
研
磨

技
術
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ

と
は
、
刀
剣
商
に
と
っ
て
も
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

鞘
師
や
白
銀
師
、
金
工
、
柄
巻
師

の
技
術
の
歩
み
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ

り
、
か
つ
て
は
武
家
社
会
の
巨
大
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
封
建
的
で
厳
し
い

徒
弟
制
度
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
技
術

が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
保
持
・
継

承
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

現
代
社
会
で
は
、
後
継
者
や
雇
用

の
問
題
な
ど
も
あ
っ
て
、
コ
ン
ク
ー

ル
の
よ
う
な
評
価
基
準
が
な
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
刀
職
者
の
技
術
保

持
は
大
変
難
し
い
こ
と
に
な
り
、
ひ

い
て
は
刀
剣
商
の
行
く
末
も
暗
い
も

の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

刀
職
者
と
刀
剣
商
が
、
共
に
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

日
本
刀
の
保
存
に
対
す
る
共
通
の
認

識
を
持
ち
、
刀
剣
界
を
盛
り
上
げ
て

い
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
念
じ
、

次
号
か
ら
刀
職
者
の
方
々
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（

川
島
貴
敏
）

職方紹介　第１回 伝統技術の評価基準
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ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
は
今
年
、
平

泉
が
文
化
遺
産
と
し
て
、
ま
た
小
笠

原
諸
島
が
自
然
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
る
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ

れ
た
。
一
方
、
同
じ
ユ
ネ
ス
コ
の
無

形
文
化
遺
産
は
後
発
と
あ
っ
て
、
ま

だ
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

れ
で
も
「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の

代
表
的
な
一
覧
表
」
に
記
載
さ
れ
た

わ
が
国
の
も
の
は
、
能
楽
・
歌
舞
伎
・

結
城
紬
な
ど
、
既
に
十
八
件
に
上
っ

て
い
る
。

　

そ
の
違
い
は
と
言
う
と
、
前
者
が

主
に
視
認
で
き
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
が

芸
能
や
工
芸
の
よ
う
に
概
し
て
伝

統
文
化
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
点
で
あ
る
。

　

無
形
文
化
遺
産
の
考
え
方
の
基

本
に
、
わ
が
国
の
「
重
要
無
形
文
化

財
」
お
よ
び
そ
の
保
持
者
の
指
定
・

認
定
制
度
が
あ
る
と
聞
く
と
、
宜む

べ

な

る
か
な
と
思
う
。

　

で
は
、
日
本
刀
は
ど
の
辺
り
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

二
百
数
十
万
点
の
作
品
は
歴
史

的
・
文
化
的
価
値
を
持
つ
ハ
ー
ド
で

あ
る
が
、
現
状
、
歴
史
的
建
造
物
な

ど
が
中
心
の
文
化
遺
産
と
す
る
の

は
や
や
違
和
感
が
あ
る
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
日
本
刀
は
氷
山

の
よ
う
に
、
水
面
下
に
歴
史
・
経

済
・
軍
事
・
民
俗
・
技
術
・
科
学
・

芸
術
・
信
仰
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ

ト
を
抱
え
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ

が
日
本
刀
の
神
髄
で
あ
り
、
単
な
る

武
器
で
も
、
単
な
る
美
術
品
で
も
な

く
、
長
く
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た

所ゆ
え
ん以

で
あ
ろ
う
。

　

日
本
刀
は
無
形
文
化
遺
産
に
ふ

さ
わ
し
い
要
件
を
備
え
て
い
る
と

思
う
。
そ
の
価
値
が
世
界
に
広
く
認

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
今
、
日
本
刀
を
ぜ

ひ
無
形
文
化
遺
産
に
！　
　

  

（
Ｔ
）

　

急
に
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ
る

―
そ
れ
な
り
の
被
害
は
あ
ろ
う
が
、

し
か
し
、
今
回
は
そ
の
後
の
津
波
こ

そ
が
問
題
だ
っ
た
の
だ
。

　

千
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
大

津
波
。
小
生
は
そ
の
瞬
間
を
テ
レ
ビ

で
し
か
見
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も

恐
ろ
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

数
多
く
の
民
衆
を
、
車
を
、
家
を
、

田
畑
を
、
家
畜
を
、
漁
場
を
、
船
を
、

学
校
を
、
会
社
を
、
そ
し
て
墓
地
ま

で
、
何
も
か
も
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
惨
事
が
現
実
に
起

こ
っ
て
い
い
の
か
と
思
え
る
ほ
ど

だ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
五
カ
月
、
犠
牲
者
に
合

掌
し
つ
つ
も
、
生
存
者
た
ち
は
生
き

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
、
日
常
が
戻
っ
て

き
た
と
き
に
、
ふ
と
気
づ
く
こ
と
も

あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
趣
味
だ
っ
た
美
術
品

―
。
そ
れ
ら
の
被
害
も
甚
大
と
聞

く
。
な
か
ん
ず
く
刀
・
刀
装
具
・
甲

冑
な
ど
の
場
合
、
海
水
に
浸
か
っ

て
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た

り
、
白
鞘
や
櫃
が
壊
れ
て
い
た
り

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
美
術
品
の
修
理
・

復
元
も
、
我
々
刀
剣
商
の
努
め
の
一

端
と
考
え
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
も
）

日
本
刀
を
無
形
文
化
遺
産
に

大
震
災
に
思
う

月山貞利展の会場風景

ギャラリー森の作品展

　

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

間
、
東
京
日
本
橋
髙
島
屋
美
術
画
廊

で
、「
月
山
貞
利
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

月
山
刀
匠
と
髙
島
屋
と
の
縁
は
深

く
、
先
代
貞
一
刀
匠
（
人
間
国
宝
）

と
の
い
わ
ゆ
る
親
子
展
か
ら
実
に

二
十
一
年
が
経
ち
、
そ
の
三
年
後
の

貞
利
展
か
ら
六
度
目
の
、
さ
ら
に
今

回
は
今
ま
で
で
一
番
広
い
会
場
で
の

個
展
で
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
東
日
本
大
震
災

後
の
百
貨
店
で
は
、
節
電
に
よ
る
営

業
時
間
短
縮
、
照
明
削
減
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
制
限
が
実
施
さ
れ
、
来
場

者
数
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
五
月

　

｢

刀
匠
宮
入
法
廣
作
刀
展
２
０
１ 

１
」が
七
月
二
十
四
日
～
八
月
二
十
八

日
、
刀
匠
の
鍛
錬
場
に
ほ
ど
近
い

東と
う

御み

市
・
梅
野
記
念
絵
画
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
作
刀
展
は
今
年
三
月
、
宮
入

刀
匠
が
長
野
県
無
形
文
化
財
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
東
御
市
が

主
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
刀
匠
の
作
刀
展
は
平
成
十
六

年
に
続
き
二
回
目
と
い
う
こ
と
で
、

十
七
年
以
降
に
製
作
さ
れ
た
中
か
ら

特
に
選
り
す
ぐ
り
、刀
剣
類
十
一
点
、

刀
子
六
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　

展
示
、
配
置
等
に
関
し
て
は
、
刀

匠
自
ら
が
創
意
工
夫
し
た
と
い
い
、

黒
塗
り
の
ケ
ー
ス
に
一
点
一
点
丁
寧

に
飾
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
会
場
入
り
口
に
は
華
や
か

　

伝
統
技
法
を
生
か
し
た
現
代
作
品

を
展
示
す
る
「
広
島
『
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ

Ｕ
展
』」
が
八
月
二
日
～
九
月
十
一

日
、
広
島
市
の
頼
山
陽
記
念
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　

三
上
貞
直
刀
匠
の
作
品
展
が
七
月

十
六
～
二
十
四
日
、
広
島
県
北
広
島

に
は
平
常
営
業
に
戻
り
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
に
よ

り
、
関
係
者
を
安
心
さ
せ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
綾
杉
肌
の
月
山
伝
や

相
州
伝
の
各
種
刀
剣
、
そ
れ
に
施
す

梅
龍
や
素
剣
な
ど
の
刀
身
彫
り
、
加

え
て
小
品
な
ど
、
多
彩
な
特
技
を
多

数
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

嫡
子
貞
伸
刀
匠
の
「
お
守
り
刀
展
」

受
賞
作
品
や
、
弟
子
の
田
中
貞
豊
刀

匠
、
田
公
貞
充
刀
匠
の
お
守
り
刀
も

展
示
さ
れ
、
連
綿
と
続
く
月
山
一
門

を
彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
四
日（
土
）午
後
二
時

よ
り
、
月
山
貞
利
刀
匠
に
よ
る
ギ
ャ

な
丁
子
乱
れ
を
焼
い
た
四
尺
の
大

太
刀
が
展
示
さ
れ
、
中
央
に
は
平
成

二
十
二
年
に
刀
剣
界
の
最
高
峰｢

正

宗
賞｣

を
受
賞
し
た
備
前
景
光
写
し

の
短
刀
、
そ
の
真
向
か
い
に
備
前
伝

か
ら
相
州
伝
へ
の
飛
躍
を
思
わ
せ
る

二
筋
樋
の
入
っ
た
志
津
写
し
の
会
心

作
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

現
在
、
備
前
伝
が
大
流
行
の
中
に

あ
っ
て
、
相
州
伝
の
志
津
写
し
の
挑

戦
は
、
刀
匠
の
大
い
な
る
勇
気
と
希

望
を
感
じ
さ
せ
る
一
振
で
も
あ
っ
た
。

　

｢

宮
入
法
廣
（
花
押
） 　
平
成

二
十
三
年
三
月
二
十
八
日｣

と
銘
し

た
最
新
作
の
太
刀
が
あ
っ
た
。
こ
の

年
紀
は
刀
匠
が
長
野
県
無
形
文
化
財

に
認
定
さ
れ
た
メ
モ
リ
ア
ル
記
念
日

で
あ
る
。
作
風
は
隅
谷
丁
子
を
見
事

に
再
現
し
て
お
り
、
恩
師
隅
谷
正
峯

　

刀
装
は
鍛
冶
・
金
工
・
漆
芸
・
木

工
・
染
織
な
ど
の
伝
統
技
術
が
結
集

し
て
い
る
が
、
同
展
は
そ
の
刀
装
に

着
目
し
、「
飾
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
伝
統
工
芸
技
術
に
よ
っ
て
制
作

町
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ク
ス
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
森
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
三
上
さ
ん
が
当
地
に

日
本
刀
鍛
錬
道
場
を
開
設
し
て
三
十

年
に
な
る
の
を
記
念
し
た
も
の
。

　

会
場
に
は
そ
の
時
々
の
代
表
作
か

ら
近
作
ま
で
約
五
十
点
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

　

三
上
さ
ん
は
人
間
国
宝
の
月
山
貞

一
氏
に
師
事
、
昭
和
五
十
五
年
に
独

立
し
た
。
現
在
、
全
日
本
刀
匠
会
副

会
長
、
日
刀
保
た
た
ら
村
下
代
行
を

務
め
る
。

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
催
さ
れ
、
日
本
文

化
を
守
る
刀
匠
と
し
て
の
気
持
ち

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
列
品
に
か
か
わ
る

思
い
を
実
直
に
伝
え
ら
れ
、
来
場
者

か
ら
好
評
で
し
た
。

　

貞
利
刀
匠
は
、「
大
震
災
被
災
地

の
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
、
一
刻
も
早
い
復
興
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
一
番
広
い
会
場
と

い
う
こ
と
で
、
作
刀
や
準
備
に
も
一

層
力
が
入
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け

多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
た
こ
と

は
、
誠
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
月
山
は
精
進
を
重
ね
、
鍛

錬
に
励
ん
で
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

お
っ
し
ゃ
っ
て
、
次
回
の
開
催
に
向

け
、
新
た
な
精
進
を
誓
い
ま
し
た
。

（
伊
波
賢
一
）

先
生
に
感
謝
を
込
め
て
製
作
し
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

宮
入
刀
匠
は
、
人
一
倍
器
用
な
天

性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
今

回
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
局
の
ご
配

慮
に
よ
り
特
別
出
品
さ
れ
た
正
倉
院

宝
物
復
元
模
造
刀
子
一
対
か
ら
も
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ほ
か
に
聖
武
天
皇
の
橘
夫
人
が
東

大
寺
盧
舎
那
仏
に
献
納
し
た
と
い
わ

れ
る
正
倉
院
宝
物
の
刀
子
復
元
品
を

含
め
、
五
点
の
刀
子
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
製
作
期

間
数
カ
月
を
要
し
た
と
い
う
。
ま
さ

に
芸
術
品
ぞ
ろ
い
で
あ
る
。

　

今
回
の
作
刀
展
は
、
展
示
数
こ
そ

多
く
は
な
い
が
、
ど
の
作
品
も
非
常

に
見
応
え
が
あ
り
、
充
実
し
た
展
示

内
容
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
展
示
さ
れ
た
す
べ
て
の
作

品
を
掲
載
し
た
、
立
派
な
図
録
も
製

作
さ
れ
て
い
た
。

（
冥
賀
吉
也
）

月
山
貞
利
展

日
本
橋
髙
島
屋
で
六
度
目
の
個
展

宮
入
法
廣
作
刀
展

長
野
県
無
形
文
化
財
認
定
を
記
念
し
開
催

広
島

｢

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｕ
展｣

開
く

日
本
刀
の
伝
統
技
法
を
生
か
し
て

三
上
貞
直
刀
匠
が
個
展

鍛
錬
道
場
開
設
三
〇
周
年
を
記
念
し
て

宮入法廣作刀展に見入る入場者

イ
ベ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト

←次ページ下段へ続く
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さ
れ
た
作
品
を
公
募
。
さ
ら
に
、
コ

ン
ク
ー
ル
形
式
の
展
覧
会
を
開
催
す

る
こ
と
で
技
術
を
継
承
す
る
と
と
も

に
、
伝
統
文
化
の
魅
力
と
可
能
性
を

広
く
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
県
内

の
刀
匠
ら
十
人
が
実
行
委
員
会
を
つ

く
っ
て
立
ち
上
げ
た
。

　

最
高
賞
は
、
ド
イ
ツ
出
身
の
広
島

市
立
大
大
学
院
生
フ
ォ
ル
タ
ニ
ェ
・

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
さ
ん
の
漆
芸
作
品

「
流
れ
星
」。
手
の
平
に
収
ま
る
卵
形

で
、
黒
い
表
面
の
突
起
に
触
れ
る
と

光
が
と
も
る
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
掛
け
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
刀
関
係
の
作
家
で
は
、
満
足

浩
次
さ
ん
の
「
燭
台
」
が
広
島
県
教

育
委
員
会
賞
、
片
山
重
恒
さ
ん
の
小

柄
が
優
秀
賞
・
全
日
本
刀
匠
会
賞
、

久
保
善
博
さ
ん
の
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ

が
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

　

展
覧
会
に
は
受
賞
作
品
を
は
じ
め

約
七
十
点
が
並
び
、
特
に
女
性
の
見

学
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。

な
お
、
本
展
は
文
化
庁
「
文
化
遺
産

を
活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性

化
事
業
」
の
対
象
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

過
去
に
も
、
廃
刀
令
に
遭
遇
し
た

金
工
な
ど
が
そ
の
技
術
を
生
か
し
、

他
の
分
野
で
見
る
べ
き
成
果
を
残
し

た
例
が
あ
る
が
、
今
回
の
試
み
は
平

成
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
可

能
性
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
主
催
の
「
新
作
名
刀
展
」
は
六
月

七
日
～
七
月
十
日
東
京
代
々
木
の
刀

剣
博
物
館
に
て
、
七
月
十
五
日
～
八

月
三
日
山
形
県
鶴
岡
市
の
致
道
博
物

館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

出
品
数
は
、
作
刀
の
部
二
十
六
点

（
無
鑑
査
出
品
を
除
く
。
以
下
同
）、

刀
身
彫
り
の
部
三
点
、
彫
金
の
部

二
十
点
で
あ
っ
た
。
入
賞
者
は
次
の

通
り
。

〈
太
刀･

刀･

脇
指･

薙
刀･

槍
の
部
〉

▽
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞

　

松
葉
一
路

　

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興

協
会
・
公
益
財
団
法
人
大
倉
文
化
財

団
・
大
倉
集
古
館
主
催
「
伝
承
の
技

と
創
造
の
美
―
第
二
回
新
作
日
本
刀

･

刀
職
技
術
展
覧
会
」
は
六
月
十
二

日
～
七
月
二
十
四
日
、
東
京
虎
ノ
門

の
大
倉
集
古
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

出
品
数
は
作
刀
・
刀
身
彫
刻
部
門

三
十
点
（
審
査
員
・
招
待
出
品
を
除

く
。
以
下
同
）、
研
磨
部
門
三
十
点
、

刀
装
部
門
四
十
六
点
で
あ
っ
た
。
入

賞
者
は
次
の
通
り
。

〈
作
刀
〉

▽
経
済
産
業
大
臣
賞　

川
﨑
仁
史

▽
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞

　

明
珍
祐
介

▽
金
賞　

松
葉
一
路　

髙
見
一
良

▽
銀
賞　

月
山
一
郎　

吉
光
格
（
新

　

人
賞
）　

古
川
信
夫　

久
保
善
博

　

尾
川
光
敏

▽
佳
作　

鈴
木
健
和（
新
人
賞
）　

満

　

足
浩
次　

木
村
光
宏　

廣
木
順
一

　

杉
田
昭
二

〈
刀
身
彫
刻
〉

▽
佳
作　

片
山
恒

▽
薫
山
賞　

杉
田
昭
二

▽
優
秀
賞　

曽
根
寛　

北
川
哲
士

▽
努
力
賞　

森
國
利
文　

小
宮
治
氣

　

髙
羽
弘　

渡
邊
繁
美　

髙
見
一
良

〈
小
脇
指･

短
刀･

剣
の
部
〉

▽
優
秀
賞　

松
葉
一
路　

加
藤
政
也

▽
努
力
賞　

杉
田
昭
二　

松
川
隆

〈
刀
身
彫
り
の
部
〉

▽
努
力
賞　

柏
木
幸
治　

片
山
恒

〈
彫
金
の
部
〉

▽
優
秀
賞　

宇
津
木
光
良　

柳
川
清

　

二　

上
野
専
一
郎　

川
島
義
之

▽
努
力
賞　

山
下
秀
文　

福
與
裕
毅

　

大
川
千
光

〈
研
磨
〉

▽
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞

　

小
野
敬
博

▽
金
賞　

森
井
鐵
太
郎　

本
阿
彌
毅

　

玉
置
城
二

▽
銀
賞　

阿
部
一
紀　

水
田
吉
政

　

相
良
雄
一　

小
川
和
比
古　

藤
川

　

二
朗　

関
山
和
進

▽
佳
作　

井
上
聡　

小
宮
光
敏

〈
刀
装
具
〉

▽
銀
賞　

森
雅
裕　

福
與
裕
毅

▽
佳
作　

長
内
勝
義　

川
島
義
之

　

宮
薗
士
朗

〈
白
銀
〉

▽
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞

　

宮
下
武

▽
金
賞　

中
田
晃
司

▽
銀
賞　

平
田
実

〈
白
鞘
〉

▽
金
賞　

森
井
敦
央

▽
銀
賞　

古
川
和
幸　

森
隆
浩

▽
佳
作　

森
雅
晴

〈
柄
巻
き
〉

▽
銀
賞　

石
渡
敏
夫　

笹
原
喜
幸

　

渡
邉
俊
夫

「
新
作
名
刀
展
」
開
く

「
第
二
回
新
作
日
本
刀･

刀
職
技
術
展
覧
会
」開
く

広島県教育委員会賞を受賞した満足浩次
作「燭台」
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『
本
阿
弥
行
状
記
』
は
写
本

を
も
っ
て
伝
わ
り
、
原
本
の
所

在
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

上
・
中
・
下
巻
の
三
部
、

三
八
〇
段
か
ら
構
成
。
本
書
は

上
巻
に
当
た
る
六
四
段
ま
で
を

収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中

間
の
冒
頭
に
以
下
の
一
文
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。

　

｢

此
附
録
は
光
悦
翁
、
光
甫

翁
両
所
の
書
残
さ
れ
し
反
古
の

中
よ
り
取
り
出
し
た
り
、
夫
ゆ

ゑ
に
混
雑
校
合
す
る
に
能
は

ず
。
見
る
人
不
審
を
残
す
べ
か

ら
ず
。
竝
に
予
が
聞
し
所
を
も

し
る
す
。」

　

子
の
光
瑳
、
孫
の
空
中
齋
光

甫
の
編
纂
に
よ
り
、
光
悦
の
聞

き
書
き
を
主
体
に
ま
と
め
ら
れ

た
、
母
妙
秀
の
逸
話
を
含
む
本

阿
彌
家
の
記
録
で
あ
る
。
各
種

の
「
古
伝
書
」
と
は
異
な
り
、

詳
細
な
刀
剣
の
鑑
定
法
の
記
述

は
、
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど

に
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

阿
彌
家
が
折
紙
を
発
行
す
る
際

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
名
物
の
刀

剣
に
関
す
る
数
多
く
の
記
述

は
、
わ
れ
わ
れ
刀
界
に
身
を
置

く
者
に
と
り
、
大
変
に
興
味
深

い
。時
代
は
寛
永
年
間
で
あ
る
。

　

家
康
か
ら
拝
領
し
た
洛
北
鷹

ヶ
峰
に
住
む
本
阿
彌
家
の
人
々

の
日
常
生
活
に
も
内
容
は
及

び
、
時
に
は
鋭
い
考
察
を
交
え

る
。
複
雑
な
現
代
社
会
に
生
き

る
わ
れ
わ
れ
が
、
共
感
す
る
部

分
も
少
な
く
な
い
。

　

読
後
に
得
も
言
わ
れ
ぬ
「
爽
や
か

さ
」
を
覚
え
る
の
は
、
登
場
す
る
本

阿
彌
家
の
人
々
の
「
心
」
に
、
守
る

べ
き
原
理
原
則
が
あ
っ
た
た
め
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
が
行
動
の
規
範
と
な

り
、
い
さ
さ
か
も
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な

い
筋
目
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
人
々

に
見
る
一
貫
し
た
姿
勢
―
こ
れ
が
本

書
の
最
大
の
魅
力
と
思
う
。

　

集
約
を
第
六
〇
段
に
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　

｢

本
阿
彌
が
家
に
智
恵
あ
る
も
の
は

あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
先
祖
に
奇
特
な
る

も
の
あ
り
し
故
に
や
、

冥
加
に
叶
ひ
、
天
命
を

恐
れ
、
善
悪
の
報
ひ
明

ら
か
な
る
事
を
恐
る
ヽ

故
に
、非
道
を
行
わ
ず
。随
分
物
事
に

僻
事
を
な
さ
ヾ
る
な
り
。
殊
に
わ
が

家
の
一
大
事
な
れ
ば
、
目
利
の
吟
味

せ
ん
さ
く
の
強
き
事
、
こ
ヽ
ろ
に
曇

り
あ
る
人
に
推
量
の
外
な
る
べ
し
。」

　

な
お
、
全
三
八
〇
段
を
収
め
て
、

光
悦
の
伝
記
と
そ
の
芸
術
を
論
じ
た

正
木
篤
三
著
『
本
阿
彌
行
状
記
と
光

悦
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和

四
十
年
）、な
ら
び
に『
清
貧
の
思
想
』

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
中
野
孝
次

の
『
本
阿
弥
行
状
記
』（
河
出
書
房

新
社
、
平
成
四
年
）
が
あ
る
。
併
せ

読
む
と
、
読
書
の
幅
が
一
段
と
膨
ら

み
、
本
阿
彌
光
悦
の
人
と
な
り
が
、

よ
り
明
瞭
に
な
る
と
思
う
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
装
丁
の
本
書
（
東

洋
文
庫
）
は
、
携
帯
す
る
に
も
便
利

で
あ
る
。

（
齋
藤
隆
久
）

　

本
書
は
、
た
た
ら
製
鉄
に
十
五
年

間
携
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
そ
の
経

験
に
基
づ
き
、
た
た
ら
の
変
遷
や
た

た
ら
の
存
続
に
尽
力
し
た
人
々
に
つ

い
て
、
明
治
以
降
の
日
本
が
進
め
た

近
代
化
の
考
証
と
い
う
テ
ー
マ
で
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
た
ら
は
近
代
製
鉄
の
溶
鉱
炉
に

当
た
る
釜
を
、
操
業
の
た
び
に
作
っ

て
は
壊
し
、
壊
し
て
は
作
る
と
い
う

日
本
古
来
伝
統
的
な
工

程
で
あ
り
、
洋
鋼
に
比

べ
る
と
き
わ
め
て
低
温

で
処
理
さ
れ
る
工
法
で

あ
る
。
そ
れ
が
良
質
の

玉
鋼
（
和
鋼
）
を
生
み
、

折
り
返
し
鍛
錬
に
よ
る

地
鉄
や
千
変
万
化
の
焼

刃
の
働
き
を
作
り
出
す
。

　

一
方
、
洋
鋼
は
玉
鋼
と
違
い
、
粘

り
強
さ
に
欠
け
、
折
り
返
し
て
鍛
錬

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
鉄
の

優
美
な
働
き
と
と
も
に
「
折
れ
ず
曲

が
ら
ず
」
と
い
う
優
れ
た
日
本
刀
は

期
待
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
洋
式
製
鉄
は
固
定
的
か

つ
恒
久
的
施
設
と
し
て
溶
鉱
炉
を
備

え
て
い
る
。
そ
の
都
度
、
溶
鉱
炉
を

壊
す
た
た
ら
と
は
、
生
産
効
率
に
お

い
て
比
較
で
き
な
い
。

　

明
治
政
府
が
進
め
る
富
国
強
兵
、

殖
産
興
業
の
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い

た
た
ら
製
鉄
は
、
近
代
化
に
そ
ぐ
わ

な
い
「
時
代
遅
れ
」
の
産
物
と
な
り
、

軍
事
に
貢
献
で
き
ず
、
や
が
て
廃
絶

と
な
る
。
し
か
し
、
皮
肉
に
も
昭
和

に
至
っ
て
、
軍
に
お
け
る
日
本
刀
の

需
要
に
よ
り
、た
た
ら
は
復
活
す
る
。

　

自
然
の
恵
み
と
人
間
の
力
の
み
で

鉄
を
造
る
た
た
ら
が
、
近
代
と
は
、

も
の
づ
く
り
と
は
、
人
間
と
は
、
そ

し
て
自
然
と
は
、
環
境
と
は
…
…
と

い
っ
た
基
本
問
題
を
提
起
し
て
い

る
。
刀
剣
商
と
し
て
、
ぜ
ひ
理
解
し

て
お
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

（
松
本
義
行
）

『
本
阿
弥
行
状
記
』

日
暮
聖
・
加
藤
良
輔
・
山
口
恭
子
訳
注
　
本
体
三
〇
〇
〇
円
　
平
凡
社

　
　

家
に
守
る
べ
き
原
理
原
則
あ
り

『
美
鋼
変
幻
―
た
た
ら
製
鉄
と
日
本
人
』

黒
滝
哲
哉
著
　
本
体
一
八
〇
〇
円
　
日
刊
工
業
新
聞
社

　
　

生
き
続
け
る
和
鉄
の
技
と
心

←次ページへ続く
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〈
鞘
塗
り
〉

▽
銀
賞　

岸
野
輝
仁

〈
拵
〉

▽
金
賞　

藤
田
行
雄

▽
銀
賞　

森
隆
浩

〈
拵
下
地
〉

▽
銀
賞　

藤
田
行
雄

　

社
団
法
人
日
本
鉄
鋼
協
会
「
鉄
の

技
術
と
歴
史
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
七

月
二
十
三
日
、
千
葉
工
業
大
学
で
平

成
二
十
三
年
度
総
会
を
開
催
し
、
併

せ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
・
研
究
奨
励
賞

の
授
賞
を
行
っ
た
。

　

二
賞
の
う
ち
、
鉄
の
歴
史
・
技
術
・

文
化
な
ら
び
に
そ
の
関
連
分
野
に
お

い
て
卓
越
し
た
業
績
を
上
げ
つ
つ
あ

る
将
来
性
豊
か
な
研
究
者
に
与
え
ら

れ
る
研
究
奨
励
賞
が
、
刀
匠
の
久
保

善
博
さ
ん
に
授
与
さ
れ
た
。

　

選
定
理
由
は
、
た
た
ら
製
鉄
法
に

つ
い
て
精
力
的
に
実
験
的
研
究
を
重

　

今
年
で
第
四
回
と
な
る
刀
職
者
技

術
研
修
会
（
公
益
財
団
法
人
日
本
刀

文
化
振
興
協
会
主
催
）
が
長
野
県
坂

城
町
の
「
鉄
の
展
示
館
」
内
、
坂
城

ね
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
研
究
発
表
大
会
に

七
年
連
続
で
成
果
を
発
表
し
、『
鉄
と

鋼
』、た
た
ら
研
究
会
へ
も
積
極
的
に

論
文
を
投
稿
す
る
な
ど
、
刀
匠
の
立

場
か
ら
た
た
ら
製
鉄
技
術
解
明
に
大

き
く
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
た
た
め
。

　

久
保
さ
ん
は
千
葉
大
学
大
学
院
に

学
ん
だ
後
、吉
原
義
人
刀
匠
に
師
事
、

町
中
心
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
八
月

二
十
六
～
二
十
八
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
作
刀
・
研
磨
・
白
銀
・

白
鞘
・
柄
巻
き
の
五
部
門
計
三
十
三

名
と
多
人
数
で
、
昨
年
に
も
増
し
て

初
参
加
の
方
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に

研
修
課
題
を
掲
げ
、
猛
暑
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
は
坂
城
町
山
村
町
長
、

同
産
業
振
興
課
小
奈
良
課
長
は
じ
め

講
師
陣
（
作
刀
三
名
、
研
磨
五
名
、

白
鞘
二
名
、柄
巻
き
一
名
）
が
列
席
。

山
村
町
長
か
ら
は
激
励
を
込
め
た
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
研
修
に
先
立
ち

小
野
博
柳
講
師
よ
り
「
三
日
間
し
か

な
い
の
で
、
積
極
的
に
講
師
の
方
に

質
問
や
実
技
の
指
導
を
お
願
い
し
、

有
意
義
な
研
修
会
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
遠
方
よ
り
元
伊
勢
神
宮
徴

古
館
館
長
の
堀
川
禰
宜
様
・
飯
田
禰

宜
様
の
来
訪
が
あ
り
、
ま
た
本
阿
彌

毅
氏
（
研
師
）・
小
野
敬
博
氏
（
研

師
）・
森
井
鐵
太
郎
氏
（
研
師
）・
森

井
敦
央
氏
（
鞘
師
）
な
ど
中
堅
・
若

手
の
職
方
の
方
々
が
支
援
に
訪
れ
た

ほ
か
、
研
修
の
支
障
に
な
ら
な
い
範

囲
で
見
学
も
可
と
し
た
の
で
、
展
示

館
へ
の
来
館
者
な
ど
多
く
の
見
学
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
夜
に
は
「
坂
城
び
ん
ぐ

し
の
里
」
に
お
い
て
奉
納
鍛
錬
と
薪

能
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮
入
小
左
衛

門
行
平
刀
匠
に
よ
る
奉
納
鍛
錬
に
続

き
、
篝
火
の
照
ら
す
中
、
野
村
萬
斎

氏
に
よ
る
狂
言
「
樋
の
酒
」、
松
木

千
俊
氏
に
よ
る
能
「
小
鍛
冶
」
が
荘

重
に
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
講
師
の
川
㟢
晶
平

刀
匠
、
佐
々
木
卓
史
研
師
、
剣
持
直

利
鞘
師
、
宮
島
宏
白
銀
師
、
遠
山
康

男
柄
巻
師
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
の
研

修
会
で
得
た
技
能
や
課
題
を
自
宅
に

持
ち
帰
り
、
日
々
研
鑽
を
積
み
、
さ

ら
に
新
た
な
課
題
と
と
も
に
、
ま
た

来
年
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
部
門
初
参
加
の
方
々
か

ら
感
想
と
し
て
、
研
修
で
の
成
果
や

い
ろ
い
ろ
な
方
の
助
言
が
得
ら
れ
た

こ
と
に
、
率
直
な
感
謝
の
気
持
ち
が

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

刀
職
が
一
堂
に
会
す
る
研
修
の
た

め
、
他
部
門
の
仕
事
に
接
し
、
理
解

と
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
も
大
き

な
意
義
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　

来
年
も
有
意
義
な
研
修
会
に
な
る

よ
う
に
確
か
な
課
題
を
準
備
し
、
多

く
受
講
者
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

（
阿
部
一
紀
・
研
磨
担
当
研
修
講
師
）

現
在
は
広
島
県
庄
原
市
で
作
刀
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
は
永
田
和

宏
氏
（
東
京
芸
術
大
学
・
大
学
院
美

術
研
究
科
教
授
）
の
「
た
た
ら
製
鉄

技
術
解
明
の
た
め
の
理
論
的
・
実
験

的
研
究
」
と
、
角
田
徳
幸
氏
（
島
根

県
教
育
庁
文
化
財
課
古
代
文
化
セ
ン

タ
ー
）
の
「
中
国
地
方
に
お
け
る
製

鉄
遺
跡
の
解
明
」
に
対
し
て
、
も
う

一
人
の
研
究
奨
励
賞
は
鈴
木
瑞
穂
氏

（
㈱
九
州
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
）の「『
は

る
か
昔
の
鉄
を
追
っ
て
』
出
版
お
よ

び
製
鉄
遺
物
分
析
の
事
例
研
究
」
に

対
し
て
贈
ら
れ
た
。

久
保
刀
匠
が
研
究
奨
励
賞
を
受
賞

「
鉄
の
技
術
と
歴
史
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

開講式に集まった研修生・講師陣

研修会の会場風景

受賞の挨拶をする久保さん

辺境の硝石造り・祭りと火薬（加藤明）

豊後佐伯藩の大鉄炮―津田流から伊勢守流

へ（宇田川武久）

例会費：会員500円　非会員1,000円

　　　　親睦会4,000円　見学会7,000円

■三河武士のやかた家康館
　〒444-0052 愛知県岡崎市康生町561

　TEL0564（24）2204

  応仁の乱（1467～1477）以降、室町幕府

が弱体化し、各地に新興勢力が乱立し、世

の中は長期にわたって混迷しました。

　有力氏族は兵農分離と集団武装化を進

め、武具・甲冑の需要も増えました。甲冑

そのものは武士が戦場にて己の身を守りか

つ自己の存在をアピールする晴れ着として

重要な役割を果たしましたが、太刀・弓矢・

槍・火縄銃・刀など使用する武器や騎馬に

よる弓射戦から鉄砲隊を含んだ集団戦へと

の戦法の変化により、甲冑そのものの形を

変化させています。

　17世紀初頭、徳川氏による天下統一を経

て270余年にわたる平和な世の中が訪れて

も、実戦に備えた防具としての甲冑から、

武家の権威の象徴として甲冑は製作され続

け、かたちを変えながらも現代まで続いて

います。

 　甲冑は、現代においては優れた美術工

芸品ととらえられがちですが、それぞれに

先人たちの思いが込められた武門のあかし

です。

　本展覧会では、本市寄託および所蔵の甲

冑関係のコレクションから30点余の優品を

選び、これを二期に分けてご覧いただきた

いと思います。

会　期：前期９月９日㈮～10月12日㈬

　　　　後期10月14日㈮～12月４日㈰

入館料：大人（中学生以上）350円

　　　　小人（５歳以上）200円

　なお、新設した甲冑試着体験室では、無

料で甲冑が試着できます。また、写真撮影

も可能です。 

　重要無形文化財保持者（蒔絵）で公益財

団法人日本刀文化振興協会評議員の室瀬和

美さんが、次の２会場で個展を開催する。

■日本橋三越本店６階美術特選画廊
　９月21日(水)～27日(火)

■JR大阪三越伊勢丹６階美術画廊
　10月19日(水)～25日(火)

　今回は特に「華・響・綾」をテーマに、

自然の美、音楽との融合、交錯する東西文

化といった新たな融和の形に挑戦している。

　室瀬さんは昨年、携帯電話ノキアの高級

ブランド「ヴァーチュ」に蒔絵を施した吉

祥シリーズを発表し、話題を呼んだ。春夏

秋冬をイメージした作品は各2,000万円で

４台限定販売されたが、完売した。

武門のあかし 甲冑

室瀬和美展

｢
刀
職
者
技
術
研
修
会｣

開
く

お
知
ら
せ
と
お
願
い

■
本
紙
購
読
に
つ
い
て

　
『
刀
剣
界
』
は
こ
れ
か
ら
隔
月
で
発

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
購
読
料
は
無
料

で
す
。
組
合
員
以
外
の
方
で
継
続
購
読

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
組
合
ま
で
お
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
お

手
数
で
す
が
、
年
間
送
料
実
費
と
し
て

四
八
〇
円
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

本
紙
は
組
合
の
機
関
紙
で
あ
る
と
と

も
に
、
紙
名
の
ご
と
く
刀
剣
界
を
網
羅

し
、
斯
界
に
役
立
つ
情
報
誌
で
あ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、

広
く
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
、

催
事
情
報
を
は
じ
め
、
新
聞
や
雑
誌
記

事
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
何
で
も
結
構

で
す
。

　

た
だ
し
、
紙
面
の
関
係
で
編
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
広
告
募
集
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で
す

　

広
告
も
読
者
に
と
っ
て
は
有
益
な
情

報
の
一
つ
で
す
。
本
誌
で
は
記
事
と
と

も
に
順
次
、
広
告
欄
の
充
実
も
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。
料
金
は
、
２
段
５
分

の
１
（
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㎜
×
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㎜
）、
年
間
六
回
で

六
万
円
で
す
。

　

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
節
は
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合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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■根津美術館
　〒107-0062 東京都港区南青山6-5-1

　TEL03（3400）2536

　根津美術館・佐野美術館・徳川美術館・

富山県水墨美術館が共同開催する特別展

「名物刀剣―宝物の日本刀」が、東京・青

山の根津美術館で始まった。会期は８月27

日㈯～９月25日㈰。

　本展では、徳川八代将軍吉宗が本阿弥家

に命じて作らせた「享保名物帳」所載品を

はじめ、名だたる武士が所持したと伝わる

日本刀の名物を中心に名刀を数多く集結。

国宝９点、重要文化財21件、重要美術品３

件を含む約50件の名品が展示される。

　巡回展の最初の開催となる根津美術館で

は、刀剣の魅力を十分に伝えるため、光の

微妙な角度から生じる刃文の働きに注目、

当展覧会に向け照明器具を独自に開発し、

従来美術品の中でも特に展示が難しいと言

われる日本刀の展示に新境地を開いた。

　同館では、

・国宝　太刀　三条（名物三日月宗近）東

京国立博物館蔵

・重要文化財　太刀　備州長船兼光／延文

三年二月日  ふくやま美術館寄託

・国宝　短刀　左／筑州住（号太閤左文字） 

ふくやま美術館寄託

・重要文化財　刀　金象嵌銘 永禄三年五

月十九日義元討捕刻彼所持　織田尾張守

信長（名物義元左文字）建勲神社蔵

　などの作品が独自に展示される。

　また、特別講演として「名物刀剣―日本

刀が宝物になるまで」（渡辺妙子氏・佐野

美術館館長）が９月３日に、「名物と名物

刀剣」（佐藤豊三氏・徳川美術館専門参与）

が９月17日に開催される（ともにハガキで

の事前申し込みが必要）。さらに、原田一

敏氏（東京藝術大学教授）によるギャラリー

トーク（９月２日・16日）など業界を代表

する有識者による貴重なプログラムも多数

企画されている。

〈巡回展会期〉
富山県水墨美術館　９月30日～10月16日

佐野美術館　10月22日～12月18日

徳川美術館　平成24年１月４日～２月５日

（飯田慶雄）

■財団法人日本美術刀剣保存協会
　〒151-0053 東京都渋谷区代々木４-25-10

　TEL03（3379）1386

10月８日㈯・11月12日㈯

　定例鑑賞会　刀剣博物館４階講堂

７月12日㈫～11月６日㈰

「古刀新刀名作展―多彩なる金色の世界」

刀剣博物館

■公益財団法人日本刀文化振興協会
〒115-0044 東京都北区赤羽南2-4-7

鷹匠ハイツ301号

TEL03（5249）4440

10月29日㈯　日本刀・甲冑武具鑑賞会

　港区港南1-8-35　コクヨ㈱ショールーム

11月５日㈯　月山貞利鍛錬道場見学会

11月23日㈯　特別鑑賞会　佐野美術館

■全日本刀匠会
〒125-0031

東京都葛飾区西水元2-18-11 吉原國家方

〈長野会場〉 ９月17日㈯～10月30日㈰

坂城町鉄の展示館

〒389-0601 長野県埴科郡坂城町坂城6313-2

TEL0268（82）1128

〈長船会場〉 11月２日㈬～12月25日㈰

備前長船刀剣博物館

〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966

TEL0869（66）7971

　なお、審査結果は次の通り。

〈刀身の部〉
　岡山県知事賞（特賞） 吉川三男

　瀬戸内市長賞（特賞） 加藤政也

　岡山県教育長賞（特賞） 久保善博

　㈶さかきテクノセンター理事長賞 月山一郎

　山陽新聞社賞 川﨑仁史

　信濃毎日新聞社賞 古川信夫

　NBS長野放送賞 河内一平

　全日本刀匠会会長賞 木村光宏

　佳作 松葉一路・廣木順一・松田　要

〈外装の部〉 製作代表者

　長野県知事賞（特賞） 宮入　恵

　坂城町長賞（特賞） 森井敦央

　長野県教育委員会賞 三上孝徳

　坂城町商工会長賞 安達茂文

　テレビせとうち賞 赤松伸咲

〈総合の部〉
　ワコースポーツ文化振興財団賞 川﨑仁史

〈特別賞・日立金属賞〉全作品中最優秀作

 吉川三男

■社団法人日本鉄鋼協会「鉄の技術と歴史」
　フォーラム
　〒275-0016 千葉県習志野市津田沼2-17-1

　千葉工業大学工学部機械サイエンス学科

　寺島研究室内　FAX047（478）0329

　｢鉄の技術と歴史」フォーラムでは、日

本古来の製鉄法とその製品である和鉄・和

鋼の加工法について研究し、学問的に解明

することを指針としてさまざまな活動を行

っているが、今回は島根県立古代出雲歴史

博物館の企画展「たたら製鉄と近代の幕開

け」開催を機会に、現地で講演会を同館と

共催する。

期日：11月19日㈯ 講演会

　　　 20日㈰ 企画展見学会

会場：島根県立古代出雲歴史博物館

〒669-0701 島根県出雲市大社町杵

築東99-4　TEL0853（53）8600

主な講演と講師：

鳥取・奥日野のたたら関係資料の調査につ

いて（高橋章司）

松江藩におけるたたらの生産と流通（相良

英輔）

俵国一著『日本刀の科学的研究』をめぐっ

て（土子民夫）

俵国一博士ドイツ留学中の講義「たたら製

鉄法」（天辰正義）

俵国一著『古来の砂鉄製錬法』所載の製鉄

遺跡（角田徳幸）

都合山鑪・砥波鑪出土鉄関連遺物の金属学

的調査（大澤正己）

｢先大津阿川村山砂鉄洗取之図｣ と白須た

たら（渡辺一雄）

明治中期の伯耆在来製鉄業における技術的

課題（加地至）

参加費：講演会2,000円　懇親会5,000円

■日本銃砲史学会
〒362-0066 埼玉県上尾市領家115-24　峯

田方　TEL/FAX048（781）9324

　第383回例会は下記の研究発表を予定し、

見学会は翌日、横須賀市にてヴェルニー記

念館・横須賀軍港・三笠公園・防衛大学校

などを巡る。

日時：９月17日㈯ 12：55～17：00

会場：早稲田大学各務記念材料技術研究所

　〒162-0051 東京都新宿区西早稲田2-8-26

　TEL03（3203）4141

研究発表演題：

百人町鉄炮百人組―今と昔（高橋達郎）

初期江戸幕府の西洋砲（伊藤秀憲）

ポ
ス
タ
ー（
左
）と
展
示
作
品（
下
）

国
宝
　
太
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銘 

三
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月
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近
）

平
安
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京
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物
館
蔵

特別展 ｢名物刀剣―宝物の日本刀｣

第６回お守り刀展覧会

講演会「山陰地方の鉄生産技術と文化」

例会と見学会

催 事 情 報

７ページに続く→印刷／株式会社日刊企画


